
所長   次長   課長・支所長   専門官   係長  

ナ㌧  再  

㌧ 
． Jj   

∴三 

●‘・  
【回覧ルー   卜】多古支所J工事一課→エ事二課→調誉設計課→施設機械課一管理課一用地課→技術次長→事業所 

平成 22年10月  

総括監督員  小 泉  勝   

主任監督員  白 鳥 峰 司   

監  督  員  井 原 一 夫  
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三盆  
白日  

員  山 崎 勝 夫  

員  割 田 貴 幸  

者  株式会社 森本組  

場イ人 

勉㊨  エ事名 栗山川第1調整池工事  

□発注者 切詰負者  発  議  者  

□協言義臼承諾□指示□提出□幸艮告□通知□その他 （  ）  発 議 事  項  

件  名  内  容  

特別仕様書第8章工事用材料（3）の再生クラッシャランRC－40を使用した くい御承認願います。‥  使用材料について  

（添付資料：試験成績表）l  

」J ′・■、Z ∈■】l・・   r騒ブ丼は  

承諾□受理口通知口指示口提示口その他 （  上記について  

【回答】  

）します  

一日唱答予定日を設定♭表す 回答予定月平成一斗」弓酬一日  

【最終】処理個答日平成22年†0月   t中間】処王卦回符R平成  年・月・ 日  

、－ィ▼ゝ上記について 口承諾□受理［コ通知口指示□提示□その他 （  ）します  

」∃回草予定日を設定します  
＼ 

【回答】  ＼＼＼  
、、－、←  

回答予定日平成  年  月  日  

h】－ 

→1                                                                                     、、＝ 
－、－ －－ －■  

、＼－一 
1－－、  ‥－   

【中間】処理・回答日平成  年  月  日 【最終】処理・回答日平成  

1－－＼、  
、、→、、→＼、   

年  月 ・R．．  

総括監督員  主任監督員   監督員   

確   中  ＼  
＼   ＼ 

＼  
＼  己  

＼、  
＼、   

間  ＼  ＼＼   

欄   時   ＼  ＼  
、、＼ 

＼  ＼＼   

備考 1．打合せ毎に別業とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



別ファイルによる保管   



技術次長 → 所 長  回覧ルート：工事第一課→  

千乃札 ZZ：干 Il一日   Zl∃  

総括監督員  小 泉  勝  

主任監督員  白 鳥 峰 司  

監  督   

監  督  

監  督  

請  負  

員  井 原 一 夫   

員  山 崎 勝 夫  

員  割▲ 田 貴 幸  

者  株式会社 森本組  

現場代理人  

大 野  勉  

エ事名 栗山川第1調整池工事  

総括監督員  主任監督員  監督員  確 認 欄  中 間 時  ＼＼    ＼、＼、   
備考 1．打合せ毎に別業とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



別ファイルによる保管   



1了 Fコ  7毒宇  

平成22年11月11日二                                                  一▼’‾‾－「，  

ノ■  
1  

総括監督員  小 泉  

主任監督員   白 鳥 峰  

勝l印 

司儒i  
監  督   

監  督   

監  督  

請  負  

員  井 原 一 夫   

員  山 崎 勝 夫  

員  割 田 貴 幸  

者  株式会社 森本組  

現場代理人  

大 野  
工事名 栗山川第1調整池工事  

総括監督員  主任監督員   監督員   

間  
欄   時  

確   

中  ＼ ＼  ＼＼   ＼   
＼        ＼ 

＼   
備考 1．打合せ毎に別葉とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



別ファイルによる保管   



所長   次長   課長・支所長   専門官   係長  

′ （   摩炉イーT 
ブ   

l  

【回覧ルー  ト】多古支所→王事一課→エ幸二課→調査設計課→ ’  
→技術次長三幸未所長  

平成 22年11月 17白   

ノユ  

総括監督員   小 泉  勝∴印  

主任監督員  白 鳥 峰 司  印  

監  督  員  井 原 一 夫   

監  督  員  山 崎 勝 夫  

監  督  

請  負  

員  割 田 貴 幸  

者 株式会社森本組 嶋7  

現場代理人  

大 野  

エ事名 栗山川第1調整池工事  

□発注者 団請負者  発  議  者  

□協議口承顔口指示口提出日報告□通知□その他（  ）  発 議 事 項  

内  容  
件  名  

土砂運搬計画届を千葉県山武地域整備センタ「に提出し、「土砂の  
運搬に伴う生活障害等の防止等に関する協定書」を結びましたので  

報告いたします。   

1．運搬計画届・  

2．協定書 ▼  

3土砂運搬計画届について（通知）及び（回答）  

土砂運搬計画届について  

上記について 口承諾回受理□通知□指示□提示□その他（  

B回答予定▲日を責睦勝 一回答予定一日血平成一㈲王｝  

）します  

【回答】 ること。  
＼ 牟せ痩埠らtこ・   

日＿【最終】処理個答日平成22年了1月●け日  ヰ中間1牌・・回答日舶一月⊥  

上記l塾て 口承諸口受理口通知□指示口提示□その他（  ）します  

日 【最終】処理・回答  【中間】処理・回答日平成  年  月  

総括監督員  主任監督員   監督員   

確  中  

間  
欄  時   

＼＼＼ 
＼  
＼  

備考 1．打合せ毎に別葉とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



受付機関  

受付年月日  

受付番号  

様式第1号  

運搬計画届出書  

平成22年10月 ～β日  

千葉県知事  様  

住  所 千葉県香取郡多古町牛尾宮下869－1  

氏名又は名称及び法人に 株式会社森本組 農政光  

あってはその代表者  大野 勉  

（連絡者氏名 大野 勉  

（電話番号  0479－76－5271  ）  

1．届出者の業種及び登録番号等  

特定建設業 国土交通大臣 許可（特－20）第20607号  

2．発注者（施行主体）  

氏名又は名称法人にあってはその代表者の氏名  農林水産省関東農政局 両総農業水利事業所   

住  所  千葉県東金市松之郷2333   

連   絡   者   氏   名  山崎勝夫   電話番号  0475－52－6262   

知事と協議及び協定の有無、協議及び協定年月日  

3．土砂採取場の所在地及び採取業者、運搬の目的、運搬先、運搬土砂量、最大積載量別   

台数、運搬期間及び運行時間  

土砂採取場の所在地及び採取業者  千葉県山武郡横芝光町新井地内 （株）森本組   

運   搬  の  目  的  調整池掘削土の運般   

運  搬  先  千葉県山武郡横芝光町篠本地内   

運   搬   土   砂   量  土 1台当り5．5m3×10トン車×58－日＝63，800m3〆  

200台香∫才  

1台当り  m3×   トン車×   日＝   m3  

ム   ロ  

砂利1台当り  m3×   トン車×   日＝   m3  

ム  
［コ  

1台当り  m3×   トン車×   日＝   m3  

ム  
ロ   

最 大 積 載 量 別 台 数   10トン車 11，600台喝  

トン車  

運  搬  期  間   22年12月 1日から23年 2月28日まで、   

運  行  時  間   午前   8時30分から   午後   5暗まで、  



4．下請業者の氏名等  

氏名又は名称法人にあ   安全運転管  整備管理者  加入している事業   

ってはその代表者の氏名  
住   
所  運搬台数  保有台数             理者の氏名  の 氏 名  者団体の名称   

（有）林建材   香取郡多古町  10t車   10七草  林 博之  飯高武夫  千葉県トラ   

林 博之   喜多300－25   20台   18台  ック協会   

5．運搬路線  

（1）運搬経路（別添図面に示すとおり 往路・復路ともに同一運搬経路）  

路線の名称   運搬経路   距離   運搬の経蕗を定めた経緯   

運搬路線   （片道）  

主要地方道八日市場八  現場出入口～県道109   1．8km  道路が広く安全通行できる為   

街線   号線交差点   

県道横芝停車場吉田線  県道109号線交差点～  

篠本地区受入地出入口   

計  3．2km  

（2）路線別・月別運搬台数（片道）  ［単位：台］  

11月   12月   1月   2月   3月   合計   

運搬路線  4000  4000  3600  11，600＼  

（3）路線別 目最高運搬台数（片道）  

路  線   日 最高 運搬台 数   

運搬路線   200  



（4）交通監視員及び道路清掃員（その配置の場所は別添図面に示すとおり。）  

［交通監視員］  

氏  名   年 齢   届出人との関係   職  務   

仲田三善夫   33   下請負人の被用者   現場搬入路 毎日  

［道路清掃員］  

氏  名   年 齢   届出人との関係   職  務   

阿部 正   64   下請業者   現場搬入路 毎日   

加藤道行   44   下請業者   現場搬入路 毎日   

和田英治   60   下請業者   現場搬入路 毎日   

（5）計画に示す運搬路線を確実に運行させるための具体的措置   

イ 車輌に対する標識の掲示の有無及び方法  

ダンプトラックには、下記の通りマグネットステッカーを添付する。   



表示場所   

表示場所は全面と後方にそれぞれ1ケ所に確認し易い位置とする。  

フロントガラスの内側は外部から見淡く、運転  
～の視界を遮るため極力避けて外側に。  

ダンプ番号が隠れない位置等∴配慮する。  

ロ 運搬責任者の氏名、職務等   

運転責任者氏名   職 務 内 容   地  位   備  考   

小鶴豊隆   積載状況、運行状況、  工事主任   （株）森本組所属   

等の監督及び安全教育  

ハ 上記事項の仕様書記載の有無  

無。  

ニ 運転手及び下請業者に対する指導の方法  

運行経路マップ（店舗、通学路、幅員、信号、危険箇所）を作成する。ダンプ運   

転手に対して、新規入場時に運行教育を実施する。随時、運行パトロールを実施  

して不適切な運行を発見したときは、再度、運行教育を行う。  

6．過積載の禁止、安全運転、徐行及び一時停止の厳守並びに土砂飛散防止を確実に   
行なわせるための具体的措置   

イ 過積載の禁止  

土砂運搬者手前に、ダンプトラックの積載確認を行い、過積載にならない  

積載荷姿を確認、記録する。この荷姿状況写真を積込みオペレーターに周知  

し、過積載を防止する。また、運転責任者により、随時、監督を行う。  

ロ 安全運転  

ダンプトラック運転手に対して、新規入場時及び朝礼にて安全運転に対する   

心得を周知徹底する。運行状況は交通監視員及び職員の運行パトロールを随時   

実施し、徐行、一時停止、法定速度、一般車優先等の確認を行う。不適切な運転   

を発見した場合は、その運転手に対し、再度教育を行う。   



ハ 土砂飛散防止  

ダンプトラック荷台の残土を整形し、あおりを立てて走行する。  

7．道路及び道路の付属物の維持及び補修、交通安全施設の整備等に係る具体的措置  

運搬経路を巡回パトロールし、損傷があった場合にはただちに発注者及び関係  

機関と協議し、処置を行う。   



エ事箇所図  
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運搬経路図   



搬出先位置図   



運搬車輌一覧No．1  

No．  運転者氏名  車輌ナンバー  車検期限  免許証期限  排ガス※1  任意保険※2  営業ナンバー   備考   

口  小室 徳二  成甲100 か8柑  H23．6．17  H23．2．14   ○   ○  営 2852   林建材運輸   

2  白川 政幸  成田100 か435  H23．4．24  H23．6．8   ○   ○  営 2809   

3  加藤 正広  成田100 か 819  H23．6．17  H24．6．4   ○   ○  営 2853   

4  栗原 春男  成田100 か 212  H23．5．18  H24．2．1   ○   ○  営 2763   ／／   

5  斉藤 一男  成田100 か 278  H23．7．23  H26．11．18  ○   ○  営 2769   

6  小堀 隆雄  成田100 か 34  H23．10．30  H24．7．5   ○   ○  営 2757   

7  小川 憤ニ  千葉100 か 7079  H23．4．13  H24．2．27   ○   ○  営 2726   

8  鎗田 淳司  千葉100 か 6387  H23．9．28  H23．10．12  ○   ○  営 2704   

田  高木 宏  千葉100 か 5116  H23．9．8  H25息20   ○   ○  営 2647   

10  木下 光春  千葉100 か 3338  H23．2．23  H27．2．7   ○   ○  営 2527   

‖  椎名 高伸  千葉100 か 3921  H23．8．24  H24．2．29   ○   ○  営 2591   

12  鈴木 頴夫  干葉100 か 3920  H23．8．21  H25．3．23   ○   ○  営 2590   ／／   

13  鈴木 利夫  千葉100 か1336  H23．4．2  H25．2．4   ○   ○  営 2469   

14  長谷川 一夫  千葉11き 9741  H23且24  H24且25   済   ○  営 2382   

15  藤岡 孝三  千葉100 か 4559  H23．2．23  H24且24   ○   ○  営 2628   

16  石井 功  千葉11き 8239  H23．4．20  H23．4．8   済   ○  営 2335   

17  石毛 昭  千葉100 か 4998  H22．10．11  H25．6．17   済   ○  営 2644   

18  斎藤 浩一  千葉11き 9266  H23，3．28  H23．9．3   済   ○  営 2365   

19  篠原 年成  千葉11て1294  H23．3．24  H23．2．28   済   ○  建 2088   小林興業   

20  前田 登美  千葉130 す 5588  H22．11．9  H24．3．9   済   ○  建 2319   

21  大薗 正之  千葉100 は 4555  H23．5．27  H24．12．15  ○   ○  建 4009   

22  石井 栄郷  干葉100 は 3441  H23．3．11  H23．1．28   ○   ○  建 3614   

23  土橋 良郎  干葉100 は 3461  H23，3．13  H26．11．28  ○   ○  建 362字  

24  山中 久史  干葉11ね 8404  H23．2．5  H23．10．28  済   ○  建 3948   山中興業   

25  泉水 明  千葉130 さ 2528  H23且10  H23．11．7   ○   ○  建 3366   

26  川口 文夫  千葉11ね 8800  H23．5．28  H23．4．27   済   ○  建 2950   

27  大貫 悟  干葉100 は1358  H23．5．12  H24．12．7   済   ○  建 3365   

28  相磯 英文  千葉11ね 9433  H23．7，26  H25．10．25  済   ○  建 2446   

29  高橋 秀志  千葉100 ら 210  H22．12．8  H23．1．1   済   ○  建 3345   根本土建   

30  佐藤 忠義  千葉100 は 770  H23．7．30  H26．6．8   済   ○  建 2114   

※1適合車両は「O」、対策済みは「済」と記入  
備考：所属会社名や  

※2任意保健加入の場合rO」と記入  所属協会名等を記入   



運搬車輌一覧No．2  

No．  運転者氏名  車輪ナンバー  車検期限  免許証期限  排ガス※l  車両保険※2  営業ナンバー   備考   

31  高野 和良  千葉11て1348  H22．11．26  H27．2．27   済   ○  建 2171   高野建材   

32  小川 卓己  習志野100 は ‖25  H23．7．13  H23．2．9   済   ○  建1765   

33  星 勝美  千葉100 か 8668  H22．12．6  H23．1Z．13  ○   ○  営 2795   三友建材   

34  藤村 正広  千葉100 か 6281  H23．3．5  H24．8．21   済   ○  営 2697   

35  根本 健一  千葉100 か 5793  H23．4．21  H24月．26   ○   ○  営 2678   

36  神作 哲成  千葉100 は1721  H23，1．7  H25．3．6   ○   ○  建 3081   松丸土木   

37  谷合 太視  千葉100 は 2160  H22．11．19  H23．12．9   ○   ○  建 3200   

38  坂本 重賢  千葉100 は 2170  H22．11．27  H22．11．6   ○   ○  建 3203   

39  五十嵐 久信  干葉100 は 2171  H22，11．26  H27．2．9   ○   ○  建 3204   

40  松尾 英治  千葉100 は 4137  H23．説29  H27．6．22   ○   ○  建 3861   

41  山田 正人  千葉100 は 4188  H23．5．29  H27．2．3   ○   ○  建 3862   

42  小野寺 万貴  干葉100 は 4139  H23．5．29  H25．9．30   ○   ○・  建 3863   

43  樋口 一彦  足立100 は 3282  H23．8．10  H26．4．22   ○   ○  建 8069   

44  鈴木 道典  土浦100 は 4728  H23．2．25  H24．10．29   ○   ○  建 3169   

45  

46  

47  

48  

49  

50  

51  

52  

53  

54  

55  

56  

57  

58  

59  

60  

※1適合車両は「O」、対策済みは「済」と記入  
備考：所属会社名や   



様式5号   

土砂の運搬に伴う生活障害等の防止等に関する協定書（対土砂運搬事業者）   

（通知義務）  

第7条 乙は、その被用者等が人身の被害又は道路、橋梁等の公共物件の損壊に係る  

交通事故を発生させた場合にを享、すみやかに甲に通知するものとする。 

（公準物件の補修等）  

琴8条   乙は、その土砂の運搬により運搬経路に係る道路、橋梁その他の公共物件を  

著しく損傷し、又は損嘩する恐れがあるときは、当該公共物件の補修に関する  

工事を実施し、又はそれに要する費用の全部ヌは一部を負担するものとする。 

2 前項の補修に関する工事の実施又は費用の負担の方法等については、甲乙が  

協議して定める。  

（有効期間）  

第9条 この協定書の有効期間は、平成22年11月 白から平成23年2月28日ま  
でとする。  

千葉県山武地域整備センター（以下「割という）及び土砂運搬事業者株式会社森本組（以  

下「乙」という）は、千葉県土砂採取条例の趣旨にてらし、乙が行う土砂の運搬に関し、生  

活障害等の防止並びに人の生命及び身体の安全を図るため次のとおり協定する。   

（運搬計画の履行義務）  

第1条   乙は、その土砂の運搬に関する業務の遂行にあたっては、別添の運搬計画を  

確実に履行するものとする。  

（被用者等に対する指導者）  

第2条   乙は、前条の履行義務を達成するため、その被用者及び下請業者（以下「被用  

者等」という）に対し適切な指導を行わなければならない。   

（運搬車両の標識の掲示等）  

第3条   乙臥その土砂の運搬に使用される車両（下請業者の使用する車両を含む）に  

甲と協議して定める標識を掲示するとともに、当該車両を運転する者に乙の責任  

において交付する証明書を携帯させるものとするこ   

（甲の職員の検査）  

第条   甲は、必要に応じ、その職員をして、乙の業務に閲し事業所に立ち入り、又は  

乙の使用している車両に一時停止を求めて検査させることができる。  

2 前項の検査に際して、乙は正当な理由がないかぎり協力するものとする。   

（改善命令等）  

第5条 甲は、乙がこの協定に違反したときは、乙に対し必要な改善措置をとるべきこと  

を求めることができる。この場合において、乙はこれに協力しなければならな  

い。  

2 乙がこの協定を履行しているを革もかかわらずその土砂の運搬に伴う生活障害  

等の発生が著しいと認められるときは、すみやかに甲乙協議のうえ適切な改善措  

置を講ずるものとする。  

（その他） 

第10条・この協定書に定めのない事項については、別に甲乙協議のうえ定めるものと  

する。  

この協定書の締結を証するため、本書2通を作成し甲乙各1通を保有する。  

平成22年11月15日  

千葉県東金市東新宿17－6  

手 業 県  

山武地域整備センター所長  

l∴  ～、   

－、、．．＿＿＿  ご＿ ・   

千葉県香取郡多古町牛尾宮下869－1  

株式会社森本組  

乙  

農政光町作業所  大野  

（運搬計画の変更の協議）  

第6条 甲又は乙のいずれかの事情により運搬計画を変更する必要があるときは、相手方  

に協議するものとする。   



山整第272号の3  

平成22年11月15日  

株式会社森本組  

農政光町作業所大野勉様  
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千葉県山武地域整備センター  長
守
 
 

所
 
 
 

土砂運鞭計画届出について（通知）  

平成22年10月2叩付けで届也（連鱒先傾芝光町篠本地内）の串玖ましたこ  

のことについては、届出書の内容を遵守するとともに、鱒行にあたっては関係機  

醜からの指示事項について十分配慮し、運搬の適正化を図られますようお願い  

いたします。  

また、当該土砂運搬により人身の被害又は道路、橋梁等の公共物件の損壊  

に係る交通事故を発生させた場合は、速やかに千葉県に通知してください。  

なお、別添「土砂の運搬に伴う生活障害等の防止等に関する鱒定吉」につい  

ては、押印のうえ一部ご返送ください。   



～  

～  

山交第  35¢ヨ琴  

平成22年11月4日  

千葉、県山武地域整備センター所長 様  ・‾     ・ ■ ■     ト  
！   

l  

山武 警 察 署長」・  

ー、 ・、■  l  

、I  

l  

l  ・  ・   一  

土砂運搬計画屑出について（回答）   

平鹿22年1¢月、29日付け、山盛第272号め2で照会のあったみだしのことに  
ついては，囁段支障がないものと認められます。   

ただし，次のことを事業者にご指導をお願いします。、  

i氾  

1運搬期間，運行時聞及び運行経路を遵守することム／ 

2 道路交通法を遵守するとともに，交通事故の防止に努めること。ノ  
3 時間待ちなどのため道路上に駐車しないとと。〆  

4 過積載及び積載物の飛散防止に努めること。／ 
5 運搬垂両は連続運行しないこと。  

本件担当  ’山武警察署  
交通課 善当 信雄  

電話 0475ノ（82）0110  

22．什8   



課長・支所長   専門官  係長  所長   次長  ′雷丘l 

〆ず’ 
／ミ＼  

鳩壷ノ  

【回覧ルー   卜】多古支所二；王事一課→エ幸二課→   】設機械課当管嘩課一用地課→技術次長→事業所長   

1 ∫  F7〒戸  

平成22年 ‖月′7日  

総括監督員 小 泉 勝 ㌧聖ノ  
主任監督員   白 鳥 峰 司  印  

監  督  員  井 原 一 夫  

監  督  

監  督  

請  負  

員  山 崎 勝 夫  

員  割 田 貴 幸  

者  株式会社 森本組  

雲場等人＼勉㊨  
エ事名′ 栗山川第1調整池工事  

□発注者 臼請負者   発  議  者  

□協議口承諸口指示B提出□報告□通知□その他 （  ）  発  議 事  項  

件  名  内  容  

／  

土木工事共通仕様書第トト14の規定に基づき、施工体制台帳（第7 回）を提出致します。．   
施工体制台帳及び施工体系図について  

上記について 口承諾閻受理□通知□指示□提示ロその他（  

′E卜回答予定日－を設定培チ ー回答予定日仙平成一叫W牢細井血日一  

【回答】  、撃絢奇観や拉よが療観、  

）します  

計【最終】処理個答日平成Z2年＝月19日  
＼上記につ〔、て 口承諸口受理口通知□指示□提示□その他（  ）します  

「＼㌦㌧1口回筆予定日を設定します 回答予定日平成 年 月 日  

【回答】  

総括監督員  主任監督員   監督員   
＼  叫、 

確   中   
勺h㌔  

間  

＼  
＋＋＋＋   

欄   時  
＼＼  

備考 1．打合せ毎に別葉とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



別ファイルによる保管   



回覧ルート：工事第一課→工事第二課→鞠 →多古支所→調査設計課→鞭→技術次長→所長  

総括監督員  小 泉  勝   

主任監督員  白 鳥 峰 司  

監  督   

監  督   

監  督  

請  負  

員  井 原 一 夫   

員  山 崎 勝 夫  

員  割 田 貴 幸  

者  株式会社 森本組  

現場代理人  

大 野  勉  

エ事名 栗山川第1調整池工事  

総括監督員  主任監督員   監督員   

確  中  

間  
欄  時  

備考 1．打合せ毎に別葉とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



別ファイルによる保管   



ll汚」暫 ■凹］■   

王仕監官員   日 烏 嘩 司   

監  督  員  井 原 一 夫   

監  督  員  山 崎 勝 夫  

監  督  員  割 田 貴 幸  

l「ニ・・・乙∃甥  

負  者  株式会社 森本組  

現場代理人  

大 野  勉   

エ事名 栗山川第1調整池工事  

総括監督員  主任監督員   監督員   

確  
認  

欄   中 間 時    ＼、 ＼  
備考 1．打合せ毎に別葉とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



全孝女育割11練行事言己録…  
※写真添付のこと   

22年11月 20日／13：30時 ～17：30時  実 施 年 月 日  

実  施 場 所  現場事務所  

リーダー斗レーナーー講師名  
実 施 内 容  

挨拶   

工事概要及びエ程説明   

安全重点実施事項の説明   

安全講習   

ヒューマンエラーを防ぐ、現場で見かける要注意ポイント  

ビデオ鑑賞（重機が襲うり   

作業現場にて重機作業半径確認、死角による危険性（グーパー運動）  

大野監理技術者  

資
料
名
 
添
付
 
 

使
用
・
配
布
し
た
 
 

月間工程表  

ヒューマンエラーを防ぐ 作業心得  

現場で見かける要注意ポイント  

参加 者 名（全員自筆サインにより確認）（多人数の場合別紙可）  

作業所労安衛規定 2002／05／20   



11月度安全訓練出席簿  
平成22年11月20日  



安 全 教 育■訓 練  

エ  事  名 二 平成22年度 両稔農業水利事業 栗山川第1調整池工事  

エ 事 場 所  千葉県山武都横芝光町新井地内   

着手平成22年 9月14日  

完成平成23年 3月 7日  
エ  

－－．・’瀾  ■礪 聯畿箇㊨遺鹿』  

平成22年11月（第2回）  

共生建設㈱  

㈱ヘツツ千葉  

㈱森本組 東京支店   
農政光町作業所   





＿安全教脚  

現場で見かける要注意ポイント  

㈱森本組   





安全教育訓練  

11月度  

安全講話  

安全教育訓練  

11月度  

ビデオ鑑賞   



ト、  
安全教育訓練  

11月度  

重機作業半径確認  

グーパー連動  

安全教育訓練  

11月度  

重機作業半径確認  

グーパー運動  

安全教育訓練  

11月度  

浣・更巌  

重機作業半径確認  

グーパー運動   

ーーー＼・   

盤  
，古畑如け一  



安全教育訓練  

一一1■ 11月度  

重機死角確認   



＼まぎきをノ  

回覧ルート：工事第一課→工事第二課→触→多古支所→調査設計課→鵬 技術次長→所長  

勝キ1童覿ノ  
総括監督員  小 泉  

主任監督員  白 鳥 峰 司  

監 督  員  井 原 一 夫  

監  督  

監  督  

請  負  

員  山 崎 勝 夫  

・員  割 田 貴 幸  

者  株式会社 森本組  

雲場晋人勉⑥  
エ事名 栗山川第1調整池工事  

総括監督員  主任監督亀   監督員   

確  中  

間  
欄  時  

備考 1．打合せ毎に別業とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。  



別ファイルによる保管   



所長   次長   課長・支所長   専門官   係長   

′ペニT∴†  

ノri汀了’L ～1一】＼  

ト■㌧！  
＼ し 仁りJノ 追測  

・∫二二 、－ニ1′【  ㊨⑧⑧⑳㊥   u 凹 ＼ノ ∨Jv、   ぎ        【回覧ルー   ト】多古支所→エ事一課→エ 事二課→調査設計課→施設 機械課一管理課一用地課→技術次長→事業所長  

平成 22年11月  

総括監督員   小 泉  勝  

主任監督員   白 鳥 峰 司  

監  督  員  井 原 一 夫  

t
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定
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－
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2  

員  山 崎 勝 夫  

員  割 田 貴 幸  

者  株式会社 森本組  

監  督  

監  督  

請  負  

現場代理人  

大  野   

エ事名 栗山川第1調整池工事  

＝‾三‾‾‾   総括監督員  主任監督員   監督員   

＼  
㌧十＋ 

確  中  ＼  

＼  、、   

欄  時   
間  ＼ ＼、  ＼  
備考 1．打合せ毎に別葉とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。  



別ファイルによる保管   



平成 22年11月  

総括監督員   小 泉  勝  

主任監督員  白 鳥 峰 司  

監 督  員  井 原 一 夫  

ヽ
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監  督  

監  督  

請  負  

員 山 崎 勝 夫l  

員  割 田 貴 幸  

者  株式会社 森本組  

現場代理人  

大 野  

エ事名 栗山川第1調整池工事  

監督員   

認  

総括監督員  主任監督員    確  欄  中 間 時  

備考 1．打合せ毎に別葉とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



工 事 概 要 書  

工 事 件 名  

工 事 場 所  

発 注 者 名  

契 約 工 期  

平成22年度 両総農業水利事業 栗山川第1調整池工事一  

千葉県山武郡横芝光町新井地内、  

農林水産省 関東農政局 両総農業水利事業所 ヽ  

平成22年9月14日、～ 平成23年3月7日（175日）  

株式会社 森本組、  

￥183，600，000－（税抜き）   

本工事は旧国営両総用水土地改良事業により造成された用排水  

施設を改修すると共に、新たな施設を整備し、5市7町1柑の水田  

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
 
請
 
請
 
工
 
 

者
 
額
 
要
 
 

負
 
金
 
概
 
 

負
 
事
 
 

12，960ha、畑4，410haに対し農業用水の補給機能と、水田1，510ha、  

畑70haに対し排水機能の維持・向上を図る事業の内、栗山川第1調整池  

＼＼         を約1．7m掘削し残土63，100m3を県の区画整理工割と運搬し、併せて  
法面（5，570m2）を保護する工事である。  

8．工事内容及び工事数量  

工  種   仕  様   単位  数 量   摘 要   

土工   掘削・運搬   m3  63，100  
遮水工   速水央板工   枚   1，377  ＼   

法面保護工   ブロックマット   m2   5，570  

流入工  式   

付帯工   仮設道路   式   

9．進 捗 率：11．2％（11月25日現在）／  

10．延労働時間：3，448時間（11月25日現在）／  

11．本日の作業：・掘削（排水溝）J  

■ 遮水矢板打設エノ  

12．その他   



1）点検年月日  平成22年11月26日（金）  

2）工事名  両総農業水利事業 栗山川第1調整池工事  

3）施工者  株式会社 森本組  

作業所安全推進ス ロ ーガ ン  

『全工期無事故・無災害』＼  

平 面 図   
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自主安全パトロールチェックリスト  

H．22．11．26  

棚その他危険防止措置及び表示  

階段・踊り掛非常口甲設置と表示  

換気設備は適切か  

照明による必要照度の確保  



坑口、開口部等の墜落防止設備  

き）の狭い箇所がある亀  

ので、鋼矢板打設時機  
械の転倒に注意のこ  

道路面の配線状況  

※判定は○×とする   
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平成 22年12月 1日   

総括監督員 小 泉 勝 ′．百  

主任監督員  白 鳥 峰 司  

監 督  員  井 原 一 夫  

監  督  員  

監  督  員  

請  負  者  

山 崎 勝 夫  

式社 
協  

場人 

勉 す  
エ事名 栗山川第1調整池工事  

総括監督員  主任監督員  監督員  確 認 欄  中 間 時  

備考 1．打合せ毎l事別菓とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



実施防犯対策  

・恒久的処置  

①東西の各農道橋は、固定式フェンスにて封鎖し、クレーン等が近づけないようにした。、  

②農道に近接している調整池東堤区間の敷鉄板は、溶接止めを行った。 

③調整池周りの農道の通行について、関係機関と協議を行い、夜間および休日を通行止め   

する形で調整していただきこ県道よりの入口、北側農道にゲートを設置し、各枝路線は、   

固定式フェンスにて封鎖した。ち  

④11月17日調整池周辺の農道内のパトロールを、強化していただくよう山武警察署に依   

頼した。  

上記の対策を実施いたしましたので、報告いたします。－  

添付書類：防犯対策設置図  

写真  

盗難報告書（報告済み）   
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平成22年11月17日  

盗難事故報告書（第2報）  
株式会社 森本組   

請負業者  ㈱森本組  

（東京支店・現場事務所：農政光町作業所）  

工事期間  平成22年9月14日～平成23年3月7日  

22年11月16日17時～22年11月17日8時  
30分  

施工形態  

工事名  両総農業水利事業 栗山川第1調整池工事  発 注 者  関東農政局  

工事場所  千葉県山武郡横芝光町新井地内  

別途添付  
事故状況（状況図、写真添付）   

平成22年11月16日17時に作業を終了し、県道からの進入路にバックホウ（0．7m3）を駐機し帰る。  

本日（11／17）8時30分に作業に取りかかるため、現場に赴き外周道路を巡回中、調整池の提体に敷設していた鉄板  

がなくなっているのを確認した。  

9時00分に両総農業水利事業所に第一報を報告する。  

枚数を確認すると共に、10時30分山武警察署に盗難を届け出た。  

11時30分より山武警察による現場検証を実施。  

警察届出年月日  平成22年11月17日  盗  難  

届出受理番号  11月18日受理予定  

届出人氏名  現場代理人 大野 勉  

届出警察・派出所名  山武警察署  

山武市富田ト1177－3  

損害の程度  復旧の予定  

・在庫の鉄板にて復旧する。   

鉄板 1．5mX6．OmX22mm‥・9枚  

重量1．604t／枚×9枚＝14．436t  



今後の対応策について  

①応急的措置  

・現在設置している立入禁止柵を固定し、農道側から提体の敷鉄板にクレーン等が容易に近づ  

けないようにする。（特に農道橋付近）  

・盗難箇所については、速やかに敷鉄板を復旧し、恒久的措置を完了する。  

②恒久的措置  

・農道橋付近は、固定式のフェンスにて封鎖し、クレーン等が近づけないようにする。  

・農道に近接している調整池東堤区間の敷鉄板は、溶接等を行い盗難防止対策を行う。  

・調整池周辺及び隣接ほ場内の農道は、夜間人目がない箇所であるので、警察による農道内を  

含めたパトロールの強化を依頼する。  

・調整池周りの農道の通行について、夜間通行止めとする協議を関係機関と行う。   



所長  次長  1詳長・支所長   専門官   係長   
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平成 22年12月  

総括監督員  小 泉  勝  

主任監督員  白 鳥 峰 司   

監  督  員  井 原 一 夫  

。
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間
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l
 
 

監  督  員  

監  督  員  

請  負  者  

山 崎 勝 夫  

割 田 貴 幸  

株式会社 森本組  

現場代理人  

大 野  勉  

工事名 栗山川第1調整池工事  

総括監督員  主任監督員   監督員   

確  中  

認 欄  

間  
時  

備考 1．打合せ毎に別業とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



発行番号：KS－17762  

計 量 証 明 書   

発行年月日：平成22年11月29日  

受注番号：175297  

サーチ  ご報告先：株式会社森本組 殿  

〒604－8435  条坊町2番地の13  
ne O75－81卜3柑1  

075－82ト7837  

計量管理者 山 田  計量結果を下記のとおり証明します。  

件名 平成22年度 両相農業水利事業栗山川第1調整池工事  

者
取
日
所
 
 

込
 

頼
採
場
 
 

持
 
 

依
科
料
査
 
 

ご
試
試
調
 
 

株式会社森本組殿  
ご依頼者  
平成22年11月16日  

計量の対象、計量の方法：土壌溶出量（環告18号）、  
「土壌溶出量調査に係る測定方法（平成15年環境省告示第18号）」に基く。、  
溶出検液作成方法：「土壌の汚染に係る環境基準について（平成3年環境庁告示第46号）」、   

計量項目及び計量方法  

計 量 項 目  ：単位： 計量方法  
＊，  喜 mg／L 三JISKOlO2．61．3、  枇素及びその  

備考）  

＊印：（株）島津テクノリサーチ東京事業所（東京都計量証明事業登録番号第1042号）にて分析を行った。  
（所在地：東京都大田区南六郷三丁目19番2号）  

計量の結果  

以 下 余 白  

担当  計量管理者  確認   作 成   

⑳・   
重宝  

〆  

SHIMADZUTECHNO・RESEARCH，lNC．  

1／1  
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株式会社森本組殿  
ご依頼者  
平成22年11月16日  

計量の対象、計量の方法：土壌含有量（環告19号）、  
「土壌含有量調査に係る測定方法（平成15年環境省告示第19号）」に基く。、  
検液作成方法：「土壌含有量調査に係る測定方法（平成15年環境省告示第19号）」   

計量項目及び計量方法  

計 量 項 目 ；単位： 計量方法  
t‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾r‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾盲‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾一  

枇素及びその化合物＊－  ：mg／kg：JISKOlO2．61．3  
備考）  

＊印：（株）島津テクノリサーチ東京事業所（東京都計量証明事業登録番号第1042号）にて分析を行った。  
（所在地：東京都大田区南六郷三丁目19番2号）   

計量の結果  

備考）  

・単位は乾燥重量へしスで示す。  

以 下 余 白  

担当  
計量管理者  確認   作成   

恩：y  囁  
SH］MADZUTECHNO－RESEARCH，lNC．  

1／1  
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時季）1′3ページ  土壌環境基準 別表   

還塩生＞環境統計・調香結果等＞環境基準＞土塊環 

項目   環境上の条件   測定方法   

検液1】につき0．01mg以下で  環境上の条件のうち、検液中濃度に係るものにあっ  

カドミウ       あり1かつ、農用地において  ては、日本工業規格KOlO2（以下「規格」という。）55   

ム   は、米1kgにつきd．4mg以下  に定める方法、農用地に係るものにあっては、昭和  

であること。   46年6月農林省令第47号に定める方法   

規格38に定める方法（規格38．1．1に定める方法を除  
全シアン  検液中に検出されな．いこと。      く。）   

昭和49年9月環境庁告哀第64号付表1に掲げる方  

法又は規格31．1に定める方法のうちガスクロマトグラ   有機燐  検液中に検出されないこと。        （りん）  フ法以外のもの（メチルジメトンにあっては、昭和49年  

9月環境庁告示第64号付表2に掲げる方法）   

検液1】につき0．01mg以下で  
鉛  

あること。   
規格54に定める方法   

六価クロ ム  検液11につき0．05mg以下で あること。  
■ ．亡∪．U．．．喝堺 

・ノ、農用地（田に円  
環境上の条件のうち、検液中濃度に係るものにあっ  

枇（ひ）素  
，。ノトおいては、土壌 

ては、規格61■に定める方法、農用地に係るものにあ  

）き15mg未満である走去か  
っては、昭和50年4月総理府令筆3悟に定める方法   

検液1‖こつき0．0005mg以下   
総水銀、  

法   

アルキル  検液中に検出されないこと。  昭和46年12月環境庁告示第59号付表2及び昭和49  水銀   年9月環境庁告示第64号付表3に掲げる方法   
昭和46年12月環境庁告示算59号付表3に掲げる方  

PCB   検液中に検出されないこと。      法   
農用地（田に限る。）におい  

銅  て、土壌1kgにつき125mg未  

満であること。   

ジクロロ  検液11につき0．02mg以下で  日本工業規格KO125の5．1、5．2又は5．3．2に定める方   
メタン   あること。   法   

四塩化炭  検液11につき0．002mg以下で  日本工業規格KO125の5．1、5，2、5，3，1、5．4．1又は5．5に   

素   あること。   定める方法   

1，2－ジ  

クロロエ  
検液川こつき0．004mg以下で  日本工業規格KO125の5．1、5．2、5．3．1又は5．3．2に定  

あること。   める方法   
タン  

1．1－ジ  

クロロエ  
検液11につき0．02mg以下で  日本工業規格KO125の5．1、5．2又は5．3．2に定める方  

チレン  
あること。   法． 

http：〟www．env．gojpndjun／dtl．html  2010／12／02   



平成 22年12月 71］  

■l 印  総括監督員  小 泉  勝  

主任監督員  白 鳥 峰 司   

監  督  員  井 原 一 夫  

監  督  

監  督  

請  負  

員  山 崎 勝 夫  

員  割 田 貴 幸  

者  株式会社 森本組  

現場代理人  

大 野  勉  

エ事名 栗山川第1調整池工事  

総括監督員  主任監督員   監督員   

確  
認  

中  

聞  

欄  時  

備考 1．打合せ毎に別葉とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



別紙  

○掘削士道搬に関するDT積載量測定  

平成22年12月 6日（月）、  1．実施年月日  

・バックホウ山0．80（平0．60）m3級1台、  

・DTlOt2台、  

2．使用機械  

ヽ  

・計測機器名：ポータブル型車両重量計（RWP－611A）  3．台貫秤測定  

・DTに調整池内（G8～12，H8～‖）の掘削土を各4杯積載し、  

台貫秤により測定。、  

4．測定方法  

5．測定結果及び掘削土積載量の算出  

DT車両No．   積載量m3   車両空車重量t  積載総重量t  積載実重量t   備考   

（D88－00、  ∨＝2．3×5．3×0．5＝6．Om3  10．840   19．530、   8．690／  

②94－33、  ∨＝2．3×5．3×0．5＝6．Om3  10．630   19．650ヽ   9．020／  

③88－00、  ∨＝2．3×5．3×0．5＝6．Om3  10．840   18．550、   7．710／  

④94－33・  ∨＝2．3×5．3×0．5＝6．Om 3  10．630   19，220、   8．590／  

計  34．010  

平均  8．503、  

1m3ぁたり重量  1．5．00や  こ銚‘ニぐよ蕊   

10tDT積載量  10t÷1．50t＝6．67≒6．Om3→／βせ二田巨駆削顧緋鯨甑   
積載重量  1・50tX6・Om3＝9・9t＜10t⇒抱磯感漱隠針路い転  



積載重量軽量表  

1回目  

車番：94－33  車番：88－00  
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リり三・t’・－－ユウリョり 1■ヨ。三三  
＼   

ウニヰニノシ争   

乱lリ≡．叩  

ウニ．・テニ1三雄   

カニJリ≡沖  



土 エ  

残土処理エ  

ダンプトラック空荷検測  

幅B＝2，300  

長さL＝5，300  

高さH＝500  

∨＝2．3×5．3×0．5＝6．Om3  

車番：9433  

土 エ  

残土処理エ  

■‥  ダンプトラック空荷検測  

幅B＝2，300  

長さL＝5，300  ■
 
 
 

高さH＝500  

V＝2．3×5．3×0．5＝6．Om3  

車番：9433  

土 エ  

残土処理エ  

ダンプトラック空荷検測  

幅B＝2，300  

長さL＝5，300  

高さH＝500  

V＝2．3×5．3×0．5＝6．Om 
3  

車番：9433   



土 エ  

残土処理エ  

ダンプトラック空荷検測  

幅B＝2，300  

長さL＝5，300  

高さH＝500  

V＝2．3×5．3×0．5＝6．Om 
3  

車番：9433  

土 エ  

残土処理工  

ダンプトラック空荷検測  

幅B＝2，300  

長さL＝5，300  

高さH＝500  

V＝2．3×5．3×0．5＝6．Om3  

車番：9433  

土 エ  

残土処理エ  

ダンプトラック空荷検測  

幅B＝2，300  

長さL＝5，300  

高さH＝500  

V＝2．3×5．3×0．5＝臥Om 
3  

車番：9433   



土 エ  

残土処理エ  

ダンプトラック荷姿確認  

積載重量測定  

積込状況  

車番：8800  

土 エ  

残土処理工  

ダンプトラック荷姿確認  

積載重量測定  

車番：8800  

立会者：山崎監督員  

土 エ  

残土処理エ  

ダンプトラック荷姿確認  

積載重量測定  

車番：8800  

立会者：山崎監督員   



土 エ  

残土処理エ  

ダンプトラック荷姿確認  

積載重量測定  

車番：8800  

立会者：山崎監督員  

土 エ  

残土処理エ  

ダンプトラック荷姿確認  

積載重量測定  

車番：8800  

立会者：山崎監督員   



土 エ  

残土処理工  

ダンプトラック荷姿確認  

積載重量測定  

積込状況  

車番：9433  

土 工  

残土処理エ  

ダンプトラック荷姿確認  

積載重量測定  

車番：9433  

立会者：山崎監督員  

土 エ  

残土処理エ  

ダンプトラック荷姿確認  

積載重量測定  

車番：9433  

立会者：山崎監督員  

毒宥J▼ニー   



土 エ  

残土処理エ  

ダンプトラック荷姿確認  

積載重量測定  

車番：9433  

立会者：山崎監督員   



平成 22年12月 13日  

総括監督員  小 泉  勝   

主任監督員  白 鳥 峰 司   

監  督  員  井 原 一 夫  

監   

監  

三重  
計目  

督
 
督
、
負
 
 

員  山 崎 勝 夫  

員  割 田 貴 幸  

者  株式会社 森本組  

雲場イ若人勉⑳  
エ事名 栗山川第1調整池工事  

口発注者 日請負者   発  議  者  

□協議口承諾口指示口提出□報告□通知ロその他（  ）  発 議 事  項  

件  名  内  容  

特別仕様書第8章工事用材料1．（2）のレディべクストコンクリートを使用した  
く御承認願います。  

使用材料について  

（添付資料：配合報告書）  

上記について 田承諾口受理□通知□指示  回提示□その他．（  ）します   

－ヒト回答予雇日を設定します 回答予定日平成 年 月  日一  

計【最終】処理一回答日平成22年12月てヨ日  ÷中F酔】－処理・牌  

土記にフいて 口承諾［コ受理□通知□指示□提示□その他（  ＼ ）します  

＼＼屯回野定日を設定します 回答予定日平成 年 月 日  

【回答】  → 
＼＼－＿－」  

、－、■  
－－－－  

、、 

－＼－＼  

、－－→→、  
、、－ 

→、－－、   

日 【最終】処理讐回答日平成  

＼、、、   
＼】・＼  

【中間】処理■回答日平成  年  月  

総括監督員  主任監督員   監督員   

確   
＼ 

中   ＼＼ 

間  

＼   ＼   欄  時  
＼  ＼   

備考 1．打合せ毎に別業とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



別ファイルによる保管   



平成 22年12月  

総括監督員  小 泉  勝  

主任監督員  白 鳥 峰  

監  督   

監  督   

監  督  

請  負  

員  井 原 一 夫  E  

員  山 崎 勝 夫  

員  割 田 貴 幸  

者  株式会社 森本組  

雲場晋人勉㊨  
エ事名 栗山川第1調整池工事  

□発注者 団請負者   発  議  者  

□協議団承諾□指示［］提出［コ報告□通知□その他 （  ）  発 議 事  項  

件  名  内  容  

特別仕様書第8章工事用材料2．の地盤改良材を使用したく御承認 願います。  使用材料について  

（添付資料：カタログ、試験成績表）   

上記について 団承諾□受理□通知口指示□提示［コその他 （  ）します  

「「回答予定日を設定します 回答予定日平成  年  月  日  

【回答】  線掛馳  ヰ癖断  

＼旺、激減㈲嘲、畑和親醸侍ら、ノ  
t中間‡処理十回答計平成一年一一月＋－一日－【最終】処理・回答日平成22年12月†3日  

＼＼上記に塾ヂ 口承諸口受理口通知口指示口提示□その他（  

＼＼、ロ回筆予定日を設定します 回答予定日平成 年 月 日  

【回答】  ＼  

）します  

総括監督員  主任監督員   監督員   
＼  

＼ 
確   中  

間  ＼   

欄   時   

備考 1．打合せ毎に別業とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



別ファイルによる保管   



所長   次長   課長曽支所長   専門官   係長   

＼  

■ 

＼”蓑／   ＼ナ一  さ仁ノ． 乃 l▲†ナノ∴．  ュJ  ＼、ニrlし去・／   
【回覧ルー   ト】多古支所チエ事一課→エ事二課？調査設計課→ 章 械課一管理課一用地課→技術次長→事業所長     qvゝ⊥さ〆■  

▲」一▼‾ず丁▼‥‘▼  渾∵一◆▼▼】▼  

平成 22年12月 27日  
、．で：丁・．  

総括監督員  小 泉  勝  

主任監督員  白 鳥 峰 司  

員  井 原 一 夫  

員 ・山 崎 勝 夫  

員  割 田 貴 幸  

監  督   

監  督  

監  督  

請  負  者  株式会社 森本組  

現場代理人  

大 野  

工事名 栗山川第1調整池工事  

総括監督員  主任監督員   監督員   

確  中 間  ＼ 、   

欄   時   ＼ ＼ 

＼   ＼   ＼  

備考 1．打合せ毎に別業とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



別ファイルによる保管   



所長  次長  課長・支所長   専門官   係長   

▲■1 ≦王∴  

J  
′◆｝▲ノ  ・－ 

，、  ▲・予・ ＼▲．7．。たソ  ・グ；、叫ヽ＼  u ㌔（ ：シノ      ＼．     十∫ ＼■          【回   覧ルー    ト】多菅支所咄専一課→エ事二課→調査設計課→ 設機械課一替 葺   き→技術次長→事業所長   
」‾‾‾一】 
1n血‾▲  古－ml 寄  

平成 22年12月 27日  ∵■ 1へ   

一 
総括監督員   小 泉  勝 舵号ぎノ  

主任監督員  白 鳥 峰 司  

監  督  員  井 原 一 夫  

監  督  

監  督  

請  負  

員  山 崎 勝 夫  

員  割 田 貴 幸  

者  株式会社 森本；  

現場代理人  

大 野  勉  

エ事名 栗山川第1調整池工事  

総括監督員  主任監督員   監督員   

確  中  
間  ＼   

欄  時   ＼、＼ 
、  

備考 1．打合せ毎に別葉とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



別ファイルによる保管   



所長   次長   課長・支所長   専門官   係長   

二∴・i鴻 しへ ＼－ 8  
／■′て■I   

ノ1  】  
1 

＼。，了L－ ㌧∵ノ′／   ・～・′1「りノ  

臣一ヒ        【回見ルー   ト】多古支所→エ事一課→エ事二課→調査設計課→区議機   械課一瞥理課一用地課→技術次長→事業所長   

千丁   ラ寺  

平成 23年 1月  

総括監督員  小 泉  勝  

主任監督員  白 鳥 峰 司  

員  井 原 一 夫  

員 

員  割 田 貴 幸  

監  督   

監  督   

監  督  

請  負  者  株式会社 森本糸  

買場晋人勉㊨  
工事名 栗山川第1調整池工事  

総括監督員  主任監督員   監督員   

確  

欄   中 間 時    ＼＼  

現場代理人   

備考 1．打合せ毎に別葉とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。  



別ファイルによる保管   



JJ  トー■  ′TT‾  

平成 23年 2月  

総括監督員  小 泉  勝  

主任監督員  白 鳥 峰 司  

監  督  員  井 原 一 夫  

監  督  

監  督  

請  負  

員  山 崎 勝 夫  

員  割 田 貴 幸  

者  株式会社 森本組  

現場代理人  

大 野  勉  

エ事名 栗山川第1調整池工事  

□発注者 日請負者  発  議  者  

□協議［ヨ承諾口指示口提出□報告口通知ロその他 （  ）  発 議 事 項  

件  名  内  容  

施工計画書第6章施工方法の6－9－5翼壁エ（6）コンクリートエ6）打継目処  

理P64の材料を使用したく御承認願います。  
使用材料について  

（添付資料：カタログ、試験成績書）  

（コユワり－卜打越勤の   

上記について 回承諾□受理口通知口指示□提示ロその他 （  

・Ei回答予定日を設定します 回答予定日平成  年  月  日  

【回答】  

）します  

E卜 【最終】処理・回答日平成23年 2月   －【中間】処理・回答日平  

＼甘＼、日＼  【中間】処理・回答日平成  年  月  日 【最終】処理一回答日平成  年  

総括監督員  主任監督員   監督員   

確 認 欄   
中 間 時  ＼ ＼    ＼ ＼  ＼   

≡≦   

備考 1．打合せ毎に別業とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。  



別ファイルによる保管   



所長   次長   課長■支所長 ■墓   専門膏  係長  

■ 

円  

億㊥写  軒 宮＝1、こ毒 、キ；ニミ；二；ノ     ∵十㍉  
【回覧ルー  ト】多古支所→エ専一課→エ事二課→調査設計課→ 章     も患善申＿一台袈T正吉甲上2 l：R仙三甲ノ＋・L⊥＝ ‾、  →  

平成 23年 2月  

総括監督員  小 泉  勝  

主任監督員  白 鳥 峰 司  

監  督  員  井 原 一 夫  

監  督  員  山 崎 勝 夫  

監  督  

請  負  

員  割 田 貴  

者  株式会社  

現場代理人  

大 野  

工事名 栗山川第1調整池工事  

総括監督員  主任監督員   監督員   

確  中  

間  
欄  時  

≡‾±   

備考 1．打合せ毎に別菓とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。  



別ファイルによる保管   



平成 23年  2月 21日  
ざニ：＼  

総括監督員 小泉 勝、 
主任監督員  白 鳥 峰 司  

監 督  員  井 原‘一 夫  

監  督   

監  督  

請  負  

員  山 崎 勝 夫  

員  割 田 貴 幸  

者  株式会社 森本組  

場人 

勉㊨  工事名 栗山川第1調整池工事  

総括監督員  主任監督員   監督員   

-- 

、㌦   
確   中  ＼  
欄   ＼  

＼＼＼   

備考 1．打合せ毎に別業とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



別ファイルによる保管   



所長   次長   課長・支所中風   係長  

【回覧ルー   ト】多古支所姐王事一課→エ事二課→調査設計課→，設機   械課≦管理課覇∵〃妻 
専門官  

→技術次長→事業所長  

平成 23年 2月  

総括監督員  小 泉  勝  

主任監督員  白 鳥 峰 司  

監  督   

監  督   

監  督  

請  負  

員  井 原 一 夫   

員  山 崎 勝 夫  

員  割 田 貴 幸  

者  株式会社 森本組  

現場代理人  

大 野  

工事名 栗山川第1調整池工事  

総括監督員  主任監督員   監督員   

確  中  
＼ 、 
＼  

三刃  
間   

＼  

占心  

欄   時   
＼  

＼、 
、 ㌧   、＼  ヽヽ   

ミ≡：≡二‡圭   

備考 1．打合せ毎に別葉とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。  



別ファイルによる保管   



【回覧ルート】  

lJツb  上・ヽ′ 一■「    ヽJJ■1  

総括監督員  小 泉  勝  

主任監督員  白 鳥 峰 司  

監  督  員  井 原 一 夫  

督
 
督
 
負
 
 

員  山 崎 勝 夫  

員  割 田 貴 幸  

者  株式会社 森本組 －  

現場代理人  

大 野  勉  

エ事名 栗山川第1調整池工事  

総括監督員  主任監督員   監督員   

確  中  

認 欄  

間  
時   

＼＼  

＼  ＼ ＼ 、、  
備考 1．打合せ毎に別業とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



発行番号：KS－18599  

計 量 証 明 書   

ご報告先：株式 

者
取
日
所
 
 

込
 

頼
採
場
 
 

持
 
 

依
科
料
査
 
 

ご
講
読
調
 
 

株式会社森本組殿  
ご依頼者  
平成23年3月2日  

千葉県山武郡横芝光町新井地内北東堤  

計量の対象、計量の方法‥濫造芸墓謹言と測過誤塩島忌遥遠≦法18号，」に基く。  
溶出検液作成方法：「土壌の汚染に係る環境基準について（平成3年環境庁告示第46号）」   

計量項目及び計量方法  

計 量 項 目 ；単位： 計量方法  
……‾ 
f：…芯正一‖「…………‾‾‾■‾            JISKOlO2．61．3  

備考）  

＊印：（株）島津テクノリサーチ東京事業所（東京都計量証明事業登録番号 第1042号）にて分析を行った。   
（所在地：東京都大田区南六郷三丁目19番2号）   

計量の結果  

試料名  試料No．1   試料No．2   試料No．3   試料No．4   試料No．5  
計 量  

H23．2．24   H23．2．24   H23．2．27   H23．2．27   H23．2．27  

試料名  試料No．6   試料No．7   試料No．8   試料No．9   試料No．10  
計 量  

H23．2．27   H23．3し1  H23．3．1   H23．3．1   H23．3．1  

以 下 余 白  

SHIMADZUTECHNOLRESEARCH，］NC．  

1／1   



番号：KS－18600  

計 量 証 明 書  

者
取
日
所
 
 

込
 

頼
採
場
 
 

持
 
 

依
科
料
査
 
 

ご
試
試
調
 
 

株式会社森本組殿  
ご依頼者  

平成23年3月2日  

千葉県山武郡横芝光町新井地内北東堤  

測519号，」に基く。  
検液作成方法：「土壌含有量調査に係る測定方法（平成15年環境省告示第19号）」  

計量の対象、計量の方法  

計量項目及び計量方法  

計 量 項 目  ；単位； 計 量方 法  

‾r‾‾‾‾‾‾‾‾－■■▼‾‾‾‾‾‾■■－‾－■‾‾‾■‾■■■■‾－－‾‾‾‾■－－－－－‾‾‾‾‾‾‾ ：mg／kg：JISKOlO2．61．3  批素及びその化合物睾  

備考）  

＊印：（株）島津テクノリサーチ東京事業所（東京都計量証明事業登録番号第1042号）にて分析を行った。  
（所在地：東京都大田区南六郷三丁目19番2号）   

計量の結果  

試料名  試料No．1   試料No．2   試料No．3   試料No．4   試料No．5  

H23．2．24   H23．2．24   H23．2．27   H23．2．27   H23，2．27  

試料名  試料No．6  試料No．7   試料No．8   試料No．9   試料No．10  

H23．2．27  H23．3．1   H23．3．1   H23．3．1   H23．3．1  

備考）  

・単位は乾燥重量へ◆－スで示す。  

以 下余 白  

担当  
計量管理者  確認   作成   

／乍   

⑳  ・確l  
SHIMADZUTECHNO－RESEARCH，lNC．  

1／1  



＼＼  

図示   



地盤改良エ  

不溶化処理対策  

H22No．卜2～H22日o．卜3  

．汚染土壌改良後  

試料採取  

‾‾   ヽ  1  

地盤改良工  

不溶化処理対策  

H22No．卜2～H22No．1－3  

汚染土壌改良後  

試料採取  

No．1   



地盤改良エ  

不溶化処理対策  

H22No．ト2～H22No．卜3  

汚染土壌改良後  

試料採取  

H22No．卜2～H22日o．1－3  

汚染土壌改良後  

”
1
ヨ
 
∴
．
1
 
．
 

．
 

－ ＿ノ  



地盤改良エ  

不溶化処理対策  

H22No．2－3，4，5～No．5日19  

汚染土壌改良後  

試料採取  

地盤改良工  

不溶化処理対策  

H22No．2－3，4，5～仙．5‘H19  

汚染土壌改良後  

試料採取   

・
－
 
′
 
 ′
 
 

・
－
 
 



地盤改良エ  

不溶化処理対策  

H22No．2－3，4，5～No．5日19  

汚染土壌改良後  

試料採取  

地盤改良エ  

不溶化処理対策  

H22No．2－3，4，5～No．5日19  

汚染土壌改良後  

試料採取   



地盤改良エ  

不溶化処理対策  

H22No．2－1，2，3～No．5H19  

汚染土壌改良後  

試料採取  

∴ヾ∴   

ー 〕  
地盤改良エ  

不溶化処理対策  

H22No．2－1，2，3～No，5日19  

汚染土壌改良後  

試料採取   

j 】  



地盤改良エ  

不溶化処理対策  

H22No．2－1，2，3～No．5日19  

汚染土壌改良後  

試料採取  

地盤改良エ  

不溶化処理対策   

H22日o．2－1，2，3～ 

汚染土壌改良後  

試料採取   

D．∵㌻．琶  



地盤改良エ  

不溶化処理対策  

H22No．2－1～5～No．5日19  

汚染土壌改良後  

試料採取  

■
l
－
 
 地盤改良エ  

不溶化処理対策  

H22No．2－1～5～No．5日19  

汚染土壌改良後  

試料採取   



地盤改良エ  

不溶化処理対策  

H22No．2－1～5～No．5日19  

汚染土壌改良後  

試料採取  

地盤改良工  

不溶化処理対策  

H22日o．2－1～5～No．5日19  

汚染土壌改良後  

試料採取   



地盤改良エ  

不溶化処理対策  

H22No．2－1～5～No．5日19  

汚染土壌改良後  

試料採取  

‥ 一丁  

地盤改良エ  

不溶化処理対策  

H22N0．2－1～5～No．5日19  

汚染土壌改良後  

試料採取   

1」  ・＿‾ノ  



地盤改良エ  

不溶化処理対策  

H22No．2－1～5～No．5H19  

汚染土壌改良後  

試料採取  

No．10  

地盤改良エ  

不溶化処理対策  

H22No．2－1・、■5～No．5日19  

汚染土壌改良後  

試料採取  

No．10  

地盤改良エ  

不溶化処理対策  

汚染土壌改良後  

試料採取完了  

No．1～No．10   



1■■  
地盤改良エ  

施工段階確認  

不溶化処理改良前検収  

V＝8．OmX臥OmXO．52  

＝33．28m3≒33．3m3  

33．3m3×30kg＝999kg  

∴1．Ot  

．▲’1  

地盤改良エ  

施工段階確認  

不溶化処理改良前検収  

∨＝8▲OmX8．OmxO．52  

＝33．28m3≒33．3m3  

33．3m3×30kg＝999kg  

∴1．Ot  

転一〉  

地盤改良エ  

施工段階確認  

不溶化処理改良前検収  

V＝8．Omx8．OmxO．52  

＝33．28m3≒33．3m3  

33．3m3×30kg＝999kg  

∴1，Ot   



地盤改良エ  

施工段階確認  

不溶化処理改良前検収  

∨＝8．OmX乱OmxO．52  

＝33．28m3≒33．3m3  

33．3m3×30kg＝999kg  

．■．1．Ot  

rr）  
地盤改良エ  

施工段階確認  

不溶化処理改良  

30kg／m3  

散布状況   

－ －－  



地盤改良エ  

施工段階確認  

不溶化処理改良  

30kg／m3  

散布完了  

・「1  

地盤改良エ  

施工段階確認  

不溶化処理改良  

30kg／m3  

撹拝状況  

立会者：山崎監督員  

L 寺  

地盤改良エ  

施工段階確認  

不溶化処理改良  

30kg／m3  

撹拝状況  

立会者：山崎監督員   



地盤改良エ  

施工段階確認  

不溶化処理改良  

30kg／m3  

撹搾完了   

撃  

1  ■ ■  ∴・  



不溶脂対韓劉戯  

十三二三幸・∴三－ミ‡／芦・三；  

伴う揖旺．クせタ旬－V、餅溝ざクカメ 補満車甘  

社劉晶陪、低アルカリ性◎∇タネシア茶室金屑革  

◎開化機能臆加鬼、皇囁申臆含ま取る重金属⑬  

～   － ‥ ●   

施  奄宥♭ます。寒剤は酸化∇タネシ曽ム奄童停と晋  

ツ謁、ヒ素、六億クロム、カド霊曽ム等に高い不溶す  

す。また、水申におけるpHは18程度と低アルカ  

から、鉛等◎同性金属の溶出抑制l岩亀威力を発揮♭  

酸化マグネシウム   
（海水系） 

酸化マグネシウム   
（天然鉱物系）  

0．5～0．6  0．6～0フ  0．6～0．7  

1tプレコン  1tプレコン  1tフレコニノ  

高濃度汚染用  
複合汚染用  

スラリー状での   
地中混合用  

低濃度汚染用  

白色粉末  淡褐色粉末  

び荷姿につきましてはご相談ください。  



ニー、一；it．i！F！－・一iざミi；ミ＼！i＼ぺlメ＼車・．；  

：‾l、・・‾・字∵∵∵、∴・；：二▼、、：∵∴  
従来のセメント系酎ヒ剤と比べてアルカリ度が低いので、生物の住環境への影響が軽減でき、  

魚類への影響も極めて少ない、環境に優しい製品です。  

⑳施蓋鄭簡聾  
従来の地盤改良分野で通常使用する施工機械で対応することが可能です。  

∵十中予洋一こ∴言ざ＿・二三l∴  

重金属等に対する不溶化効果が高いため、少ない添加量でも不溶化処理が可能です。  

、二て「・＝∴デー・∵宣・モーホ重ミミ享∴：。き  
対象汚染物質、濃度、複合汚染の組み合わせ等に応じて対応可能です。  

⑳隠田2歯臼減臆罵顧  

原位置で不溶化処理を行うため、土壌搬入搬出等のトラック輸送に伴うCO2の削減が見込めます。  

⑳特許実施権取得  
特許革4109017「汚染土壌の圃化・不溶化方法」の実施権を取得した製品です。  

試験方法：汚染土壌と不溶化剤を混合・親拝後、溶出試験（環告46号）を実施しました。  

なお、より厳しい条件で効果を確認するため、養生期間を設けずに実施しております。  
備 考：他の重金鳳こ対しても実績があります。  

単位／添加量：kg／m3  
溶出量：mg／L   

スーパーMAG：不溶化剤－FA：不溶化剤－FB  
l  l．8  2、4  

匿添加量の目安  



；D王 ら了0き 士了小：l  ＃  2ノノ  へ  
；見違テクノリサ一千 冥諸事蒙覇   11－1二13一（18：1E；：一き】：－  

ごと⊥態．分」R＿＿＿應＿息＿しこ虫鴇⊥  
速報No．110308一別（GO303A－1788帥）  

御依頗寺：株式会社韓不細  

件名：平成22年産両純忠薬水利琴轟築山川簿1調整池工事  
分析受付臥  H之3．3．2  

分析試料名  才覚昏18号薄田盈   

分析 分析  
試朔日p，試料名  姉■ミウム  六崎 如ム  シアン  m  長短   凹 セレンぎ柑 l   軋瀦  ふつ素  ほう添  シマシ■ン  子オヘ●ン 加げ  ナウラム POEl   有塩 りん   

COコロ3A－DI許抑血1  0．001  

CO3由A－D2 試1－   料N0．2  く¢．0耶  

一 重 －  0．001  

札  No．4   l  No．3                                       一 ま －   ＿！－      山 十 
CO3¢3A－85試料No，5  － r’→ ■   く0．0〈）l 0加1                         「  山’‘小▲● ‾ ‾ f【  

－  CO303A一冊 吾郎   卑No．6  く0．801      ＿ ！ ＿ l －  

CO303八一耶試料No、7  
T‾‾  く0．00‡         ‾ 勇 一  

料No－8  く0．00l      ー－  

CO303A－09試穿   今日o，9  く8．001      ＿l＿  

C卵0さA一IO 許矧肋．10  ー」一†【－  く8′0別  

温位  叩′L  Mか／し  mg几l叩几∈叩机    mg／L  mg／■L  mg／L  mgノL  Mg′′L  和名／Lい吋L   mg／し  M色／L  巾g／L   

基準隠  0．01  0．05  不検鋸D．0餌5】不検出io．ol     q．0l  0．0†  0．8  【  0．003iα02   0．006  不検出  不検出   

定義下限値  0．00I  0．02  0．1＝肌髄＝．80日5    0．00l  0，005  0．00l  0．即  0．Ol  ● ■川   …●   0，0008  0．0005  0．l   
就縛字は基革経過を示す上  

渚軒字はぁ隠退浪を示す  

株式会社鳥浮テクノリサーチ   



平成23年 3月 11  

総括監督員   小 泉  勝  

主任監督員   白 鳥 峰 司  

監  督  員  井 原 一 夫  

監  督  員  山 崎 勝 夫  

監  督  員  割 田 貴 幸  

請  負 者  株式会社森本組  

場イ人 

勉 

工事名 栗山川第1調整池工事  

□発注者 切詰負者  発  議  者  

口協議団承諾□指示□提出□報告□通知□その他  発 議 事  項   
（  ）  

件  名  内  容  

法面保護エで使用する張芝エの野芝材料を使用したく御承認願い ます。  使用材料について  

（添付資料：品質証明書）  

上記について 団承諾口受理  口通知□指示□提示□その他（  ）します  

一日回答予定日を設定ヒまず 一回答予定甘辛成朝⊥一日一   

【回答】  

回答日平成25年うf‖  ÷中間l処理一回答月一平成  年－一月一日→【最終】処理   

上記について  
へ、 →、、  

口承諾□受理□通知□指示□提示□その他（  ）します  

1加墜予定日を設定します  
、、－、＿  、－＼  

、、、、－、、  
＼→＼→、  

回答予定日平成  年  月  日  

【回答】  

【中間】処理・回答日平成  年  月  日  

総括監督員  主任監督員   監督員   

確  中  ＼   

間  
欄  時  

備考 1．打合せ毎に別葉とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



別ファイルによる保管   



l ′1′V   ■－〉  l  

総括監督員  小 泉  勝   

主任監督員  白 鳥 峰 司   

監  督  員  井 原 一 夫  

監  督  

監  督  

請  負  

員  山 崎 勝 夫  

員  割 田 貴 幸  

者  株式会社 森本組  

場人 

勉 

エ事名 栗山川第1調整池工事  

総括監督員  主任監督員   監督員   

確  中  
間  ＼ ＼＼  

欄  時  

備考 1．打合せ毎に別葉とする。  

2．正副2部作成し、各自1部を保有する。   



別ファイルによる保管   
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